＜第1部 基調講演・対談＞日本サッカーはW-CUPで何を学び何を継承していくのか : 5名の代表監督を支えて（シンポジウム，スポーツレガシーシリーズ Vol.11 日本サッカーはW-CUPから何を学び何を継承していくのか，専修大学生田キャンパス10号館10301教室，2018年11月14日開催） by 早川 直樹 et al.











































































































































































































































































































































































FIFA World Cup Russia 2018 GS
>15km/h_Tdis  >15km/h_ Sprint
 18  12   16  
スライド２
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専修大学スポーツ研究所公開シンポジウム2018報告
北澤　シーズンのバラつきがあるので、フル
で戦ってきてシーズン終了で肉体もかなり疲
弊している中、メンタルもどうしても疲れてき
てしまうんでね。同じ自分じゃないぐらいに、
持続力がなくなっているんですね。そこはク
ールダウンしないと、特に６月は難しいですよ
ね。日本はシーズン中ですし、ヨーロッパは集
合しているし。これは今後、コンディショニン
グをこれから目指す人にとって、バラつきとい
うのをどう調整するのかという。同じ戦術を11
人でやろうと思っても、半分半分でコンディシ
ョニングにバラつきがあったら、全く成果が出
ませんから。
山本　一方で、スタメンで出られるか出られな
いかという選手は、練習の場で自分の良いとこ
ろを見せたいと思いませんか？
北澤　出られない選手もいましたからね。香川
も問題を抱えていました。西野さんは怪我が
あったから調子が上がらないというのをわか
っていましたから。そんなに選手たちも慌てて
いなかったでしょう。香川も3戦目のパラグア
イ戦でチャンスを獲得して、コロンビア戦に先
発できたということですから、平等に見ていた
と思います。時間が短い中、3試合しかないの
に、全員使うのが西野さんのすごいところだと
思います。全員使った上で、コロンビア戦に11
人決まって、外されたとしてもチャンスを貰っ
ているから選手は仕方ないと思える。使ってく
れない監督は選手としては大嫌いです。そうい
のはあると思います、それぞれに。それは仕方
がなくて、あの状況であれば西野さんは全員を
内側に向かす必要があったので、その仕事を
したのは素晴らしいことだと思います。あと技
術委員長だった責任を果たしたのかなと思い
ます。
早川　西野さんは最初から23人を集めたかっ
た。ハリルホジッチさんはものすごく競争意
識を植え付ける監督だったので、ワールドカッ
プに向けて集合した瞬間にまだ競争が残って
いるのは、選手のメンタリティにとって良くな
い。しかし、散々競争してきたので、23人でス
タ トーすることが、西野さんの最初の希望でし
た。ところが、コンディションの面で、海外組
の中で怪我がいたり、試合に出られていない
などバラつきがあり、23人に絞り切れなくて、
27人を選んでガーナ戦が終わった後に23人
に絞るというふうになりました。でも北澤さん
言われたように、27人集めた時に3試合しか
なく、しかし準備をして全員を使うということ
を一番最初に決めていました。
山本　北澤さんが代表の頃には、フィジカル
コーチとトレーナーがさらにいて、理学療法士
がいて、栄養士がいたという時代でしたか？
北澤　そういう時代になりかけていた時です。
それは選手たちが要求しました。必要だろうと
いうことで。
山本　プロ化に先んじて選手たちの方が状況
改善のために動いて、それが言ってみれば今
に繋がっているんですね。
北澤　そうですね。海外を経験したプレーヤ
ーたちは、そういう専門コーチがいたというこ
とで、もちろんフィジカルもアジリティの効果
は生み出していましたが、それがデータとして
フィードバックされるかというと、そういうこ
とは全くなかった。感覚的なものしかなかった
です。
早川　テストは散々やったけど、私のところに
は戻ってこないとみんな言っていました。
北澤　相当走りましたよ。
山本　言ってみれば材料みたいな感じです
ね。今の時代になると、チームワークになり、
しかも5大会の経験を乗せてきて戦ったわけ
ですから、日本のベスト16には早川さんをはじ
めとするスタッフの力も相当あると思います。
北澤　今、特にどの競技においてもそうです
が、アスリ トー能力が高くないと勝ち切れない
というところがあるので、アスリ トー能力をど
うやって高めていくかというところで、当然科
学的なトレーニングをしなければならない。そ
れを自分も理解しなければならない。そこをト
レーナーに任せるだけではなく、本人も勉強し
て知識を身につけなければ追いついていかな
いという時代になってきていると思います。
山本　それでは会場の皆さんから、わずかで
すが質問を受けたいと思います。質問のある
方は挙手してください。こういうところで質問
すると飯田先生が単位を間違いなくくれると
いう。誰か質問ありませんか？
北澤　１番目重要ですよね。
山本　質問ある方は？　サッカー部のキャプ
テンいませんか？当然疑問があると思うので。
参加者１　専修大学のサッカー部に所属して
います。僕たちはオフの次の日に、ペース走と
いうトレーニングをします。グランド1周を1分
30秒で45分間走るんですが、2日目にはそれ
にハードルを３つ付けて、1周1分半のペース
走を21分走ります。こういったトレーニング
は今の時代、効果的なのかお聞きしたいです。
早川　今、私の目を見てそれを聞いたよね。プ
レシーズン、インシーズンですか？
参加者１ インシーズンです。
早川　リーグ戦中に？
参加者１ はい、そうです。
早川　結構走りますね。科学的か科学的じゃ
ないかというのは、まず自分のコーチに聞いて
みないといけないね。私も代表選手に何のた
めにやるんだと言われて、それを噛み砕いて説
明して。やはりやらされているのと理解してや
るのでは、全くトレーニング効果が違うと思う
ので、まずコーチに聞きましょう。僕の試合の
翌日のやり方は少し違いますが。
北澤　いろんな方がいるから。年齢的には、大
きく成長できる時だから、少し負荷をかけると
いうのも必要かもしれない。自分が分かってい
ないと効果を逃してしまうと思う。
早川　走るのは全然悪くないと思うが、45分
が何なのかとは思います。
参加者１　メンタルトレーニングのためだと
思います。
早川　それなら目的がはっきりしているから、
大丈夫。体力を向上させるとかリカバリーが目
的ではなくて、一番大きな目的はメンタルを鍛
えるということなんだね。
山本　あれだけ走っていた北澤さんがこう言
うんだから。
北澤　相当走っていたけどね。秒数決められ
ているからなんとも言えないけど、僕の場合
少し強弱つけたりとか、工夫してやっていまし
た。45分間走の中でも抑揚をつけながらコン
トロールして走っていた。
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早川　サッカーの目的なら、ペース走よりイン
ターバル走のほうが合理的だと思います。で
もメンタルだからね。
北澤　勇気を持って質問したね。
山本　どうもありがとうございました。
参加者１　どうもありがとうございました。
山本　短い時間でしたが、早川直樹さんと北
澤豪さんにお話を伺いました。どうもありがと
うございました。
早川　北澤　ありがとうございました。
本シンポジウムポスター
